
 

 

 

 

 

中小企業の賃上げ、大手との格差拡大の懸念 
2025春闘は、大手企業では高水準の賃上げ回答が相次いでいるものの、中小企業へ波及

するかが景気の押し上げのカギとなる。大手の下請けとなる中小では価格転嫁が進まず、

賃上げの原資を作りにくい状況だ。また、労働組合がない企業も多い。中小企業の経営者

からは業績の改善が難しく賃上げの原資確保が出来ず、さらに大手と格差が拡大すること

を懸念する声も。 

中小企業では労働組合がない企業も多いですが、労働組合があれば賃上げ率が高まると

いう調査結果があるといいます。つまり、生産性が向上すれば自動的に賃金が上がるので

はなく、労働組合が意思をもって賃上げ交渉をすることが大切なのです。 

 

 

満額回答求む。それしか、人をつなぎとめる事が 

できないのでは？未来ある、魅力的な会社であると満額回答数字で表して欲しい。 

 

社員に対する危機感がない、将来に繋がる回答を望む! 

 

バス終わり 

 

この会社の未来は暗いままなので頑張ってください。 

 

エルダーになると基本給減額をなくしてほしい。仕事内容は同じなのに給料が下がるのはお

かしいし、モチベーションが上がりません。今のままでは 60 歳で退職せざるを得ないです。 

 

ベースアップ勝ち取ろう！ 
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